
　２０２６年も新緑の季節を迎え、今年も半分が過ぎようとし
ています。アメリカ、ロシア、イスラエル、ウクライナもイラン
も、大きな世界史的な流れに渦を巻いて新しい時代に突入。
それに伴い、経済状態は乱高下を繰り返しています。町民の
生活が世界情勢と直結する。グローバル化した世界の現実
です。 
　世界の大津波を正面から受けて、国家とは何だろうか、民主
主義とは、戦争や平和について考えさせられる機会が多く
なりました。以前『ナルコス』というドラマを見ました。南米コロ
ンビアを舞台に麻薬カルテル・メデジンカルテルとコロンビア
政府、そしてアメリカの麻薬捜査局（ＤＥＡ）の激しい戦いが、
事実を基に描かれています。 
　貧しい家庭、地区で生まれ育った無法者、悪党パブロは自身
の才覚と度胸で麻薬ビジネスでのし上がっていきます。麻薬
帝国を築き上げる過程で繰り広げた残忍殺伐とした世界は
尋常ではありません。しかし貧困層への施しも並外れていて、
住宅、遊園地、病院、学校、教会、さまざまな福祉施設などを
建築し、民衆の支持を得ていきます。一時は政治家にまで上
り詰めます。対してコロンビア国家は旧植民地からの旧弊を引
きずり、支配層が固定化し、エリート層内部での不正や汚職、
賄賂や縁故主義が横行します。心ある人物も買収され、暗殺

されてしまいます。 
　国家は実力装置をもちます。軍隊と警察です。故に暴走を
許さないために憲法が国家権力を縛ります。一方、現在では、
国家を超える金融資産を有する個人が登場し、政府は右往
左往しています。悪党ではないにしろ、パブロのような存在が
多数います（ある調査によるとわずか８人の富豪の資産が、
世界の下位半分、約３６億人の資産合計に等しいとあります）。
格差が広がり、富の再配分機能が麻痺すれば、国家と個人の
関係も闘争状態に入ります。 
　戦争はどんなに食い止めようとしても、災害のように突然
やってきます。過去にどんな手立てを打っていればロシアが
ウクライナを攻めず、アメリカがイランを攻撃しなかったのか、
私たちは深い洞察をもって考えていかなければなりません。
「文明が復活できなくなるだろう」と脅した大統領に対して
「日本の法律の範囲内での支援」と、文明とは何か、法治国家
とは何かを外交的な皮肉を交えて応酬した我が国の総理を
見て「一利を興すには一害を除くに如かず」を噛み締めるので
ありました。 
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　環境月間は環境保全の重要性を認識し、行動を促すための期間で本町が目指している「ゼロカーボンシティ」の実現に
向けた取り組みともつながっています。 
　この機会に、自分たちの暮らしを見つめ直しましょう。

6月は「環境月間」です～地球にやさしい生活を～ 

省エネ家電購入キャンペーン２０２６を実施します！
　家庭における二酸化炭素等の温室効果ガス排出量を削減するため、省エネルギー性能の高い家庭用エアコンおよび電気
冷蔵庫・電気冷凍庫に買換えをする方、新たに電動式生ごみ処理機を導入する方に対し、補助金を交付します。 
　詳しくは、担当までお問い合わせください。 

【申請受付期限】10月30日（金）まで（当日消印有効） 
【申請 方法】郵送またはオンライン申請。

※原則、窓口での受付は行いません。 
【補　助　額】最大5万円補助

※補助金額など詳しくは、町ホームページをご確認ください。 

【注意事項】 
（１）申請者は、交付決定（申請後1か月以内を予定）を受けてから対象家電の購入および設置工事等に着手してください。
　　※交付決定前に購入した場合は補助対象外となります。 
（２）申請が予算上限に達した場合は、申請書類の審査を行い、抽選にて補助金交付者を決定します。 
（３）直近3年間（令和5～7年度）に補助を受けていない世帯の方で、設置済みの機器を廃棄し、買い換える

場合のみ対象となります。 

申請フォームは
こちら▼

まずは、できること・手の届くところから始めよう
＜身近にできる行動例＞
●町民バス・利府町版mobi（AIオンデマンドバス）などの公共交通機関を利用しましょう ●食品の食べ残しをなくし、食材
の使い切りを心掛けましょう ●空調設備は適切な温度設定にしましょう ●使わない家電などの電源はこまめに切りましょう 
●マイバッグ・マイボトルを持ち歩きましょう ●ごみは正しく分別し、減量化・再資源化に努めましょう  

みんなで町をきれいにしよう
①集団資源回収
　町内会、子ども会、老人クラブ、PTA
事業者などが紙類、布類、缶・ビン類
を回収業者へ引き渡す活動を行ってい
ます。登録団体には、資源回収量に
応じた報奨金を町から支払います。

②りふクリーンアップ大作戦
　町内一斉清掃を毎年６月第１日曜日・
９月第１日曜日の年２回実施しています。
この機会に、自宅や事業所の周辺を
清掃しませんか。

③店頭回収の活用
　スーパーやコンビニなどでは、雑紙
やペットボトルなどをリサイクル回収し
ていることがあります。積極的に活用
してみましょう。 

ご家庭の不要になった廃食用油を再資源化しましょう 
　宮城県、ENEOS株式会社、株式会社三井住友銀行および株式会社吉川油脂の４者間連携により、持続可能な循環型社会
の形成に寄与することを目的に、宮城県内の市町村に設置したスーパーマーケットなどを拠点として、家庭で使い終わった油を
回収し、SAF（持続可能な航空燃料）を含むバイオ燃料等の製造を目指す実証事業を実施しております。 
　町内では、株式会社ヨークベニマル利府店が対象店舗ですので、ぜひ、ご活用ください。 

回収場所
▼ 

ヨークベニマル
利府店（神谷沢）
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